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　はじめに
　日本法務省入国管理局の統計1）によると、日本に在住
する外国人登録者数は年々増加している。2013年度末現
在では約206万人であり、日本総人口の1.64％を占めて
いる。外国人登録者の出身国からみると、中国人は在日
外国人の全体の31.4％を占め最多である。また、在日外
国人で、15歳から49歳までの生産可能年齢人口は全体の
71.1％を占めているが、そのうち在日中国人は84％を占
め、在日外国人女性の出産数の最多である。また、国際
結婚者で外国人妻は17198組2）であり、そのうち中国人女
性は41.7％を占め、最多である。このように、在日外国
人妻が年々増加している中で、彼らの育児やその支援に
関する研究の必要性が認識3）されるようになっているが、
その研究はまだ少ない。出身国別にみると在日ブラジル
人、フィリピン人の母親を対象とした研究はあるが、最
も多い中国人母親を対象とした研究はまだ少い4-5）。
　楊・江守は、0～6歳の子どもを持つ在日中国人母親の
育児ストレスに関する実態調査を行い、在日中国人母親

の多くは日本の保育園を利用したいと思っているが、で
きない状況があることを報告しており、日本語レベルの
低い母親への日本語学習の機会の提供あるいは母国語で
の育児相談の場の提供などの支援が必要であると述べて
いる6）。
　川崎・麻原は、異文化適応を考慮した在日中国人母親
における各段階の育児困難さと母親の心の変化や対処に
着目し、育児を始めることで文化変容を迫られ、母親に
なると同時に異文化適応を経験していることを示唆して
いる7）。
　在日中国人母親を対象とした先行研究では、育児スト
レスや異文化における育児経験の困難感と対処プロセス
に関する研究は行われている。しかし、育児に関連する
重要な因子である配偶者および家族・親族の母親に対す
る子育ての影響要因の研究はみあたらない。
1．中国社会における子育てについて
　近代化が進んでいる中国では、社会構造や家族構造が
大きく変化し、｢男は仕事、女は家庭｣ といった社会通

要　　　旨
　本研究の目的は、在日中国人母親の子育てとその家族からの支援の特徴について、その実
態を調査することである。対象者は 6 歳以下の子どもを持つ母親 21 名である。インタビュー
の承諾を得られた者は、中国人の夫を持つ母親が 10 名、日本人の夫を持つ母親が 11 名であ
る。調査内容は在日中国人母親の家庭生活、夫婦の育児分担状況、家族からの支援状況であ
る。中国人の夫を持つ母親は、育児の方法、家庭内の生活スタイルが中国と同じで夫からの
支援を多く得ていた。しかし、中国にいる両親からの支援は得られにくく、より多くの支援
を得たいと考えていた。一方、日本人の夫を持つ母親は、夫に対しての積極的な家事や育児
の支援を望んでいるが、得られにくい状態であった。また、日本での生活全般が日本人の生
活と同様のスタイルになる傾向にあり、多忙な日々の中で、日本文化を受け入れながら生活
していた。したがって、同じ中国人の母親であっても、配偶者の国籍や文化的な背景の違い
より、子育てに対する家族からの支援も大きく異なっていることが今回の研究から明らかに
なった。
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念が、1949年の改革により法律にも男女平等が保障され、
女性の社会進出が急速に進み、政治、経済、教育、婚姻、
家庭における女性の地位は飛躍的に向上した。女性の就
業は ｢経済上の自立｣ にとって不可欠であり、精神的支
えとなっている。また、1980年から一人っ子政策により
兄弟の助け合いは急減に薄れたが、子育てを母親一人に
押し付けられることはなく、育児は家族全体の責任で行
う考え方は保たれている。特に0歳からの家庭保育では、
一人っ子政策採用後、父母のほかに両方の祖父母が熱心
に参加することが多くなり、その支援が得られない場合
には、家政婦も兼ねる住み込みのベビーシッターの雇用
も多く行われている。
2．中国における母親への子育て支援
　出産は女性にとって人生最大のイベントである。そ
のため中国では、出産後1か月の休養は「座月子（ズオ
ユエズ）」といい、最も注目されている産後の風習があ
る。以前は出産した女性の母体回復のために、沐浴や洗
髪、歯磨きなどは禁止され、外気に体に冷されないよう
に、生活上の様々な制限が加えられるといった伝統風習
があったが、現代では、住宅に冷暖房が完備され、浴槽
ではなくシャワーも利用できるため、状況に応じて入浴
や洗髪が可能となった。しかし、変化していないのは、
母体回復のため、安静にしつつ、東洋の医食同源に基づ
き、産婦に良いとされる食べ物をたくさん食べさせるこ
とや、この期間中には産婦は誰よりも大事にされること、
基本的授乳の時間以外は何にもさせないなどの風習は今
なお大切にされている。
　したがって、このような環境の中で育った中国人女
性が日本で生活し子育てを行う際には多くの困難が考
えられる。また、日本人と結婚した中国人女性が日
本の風習の中でどのような子育てを行っているのか、
その実態は明らかにされていない。そこで、在日中
国人母親の子育てとその家族からの支援の特徴につ
いて、その実態を明らかにし、支援のあり方につい
ても検討する事を目的に本研究を実施した。

　研究方法
1．用語の定義
　在日中国人母親：中国の国籍を持ち現在日本に在住し、
子育てを行っている母親である。または、以前は中国の
国籍を持ち現在は日本の国籍を取得しているが、自らは
中国人であるとの意識を持ちながら、日本に在住し子育
てしている母親である。
2．対象者
　対象者は日本語教室に通う母親や知人を介したスノー
ボールサンプリング法にて選定し、現在日本に滞在中で

6歳以下の乳幼児をもつ母親である。対象者に調査を依
頼するときに「これは在日中国人母親に対する調査であ
り、日本に暮らしていても中国人との意識を抱きながら
生活している」ことを調査の最初に確認し、調査への協
力を依頼した。依頼した人数は全体で23名であり、その
うち2名からは同意が得られなかったため、対象から除
外した。同意が得られなかった2人は日本人の夫を持つ
母親であった。同意の得られた者は21名であり、内訳中
国人の夫を持つ母親10名、日本人の夫を持つ母親11名で
ある。
3．調査方法
　本研究では、まず始めに予備調査を行い、そこで得ら
れた内容をもとに研究者らがインタビューガイドを作成
し、調査に同意が得られた母親に半構造的インタビュー
を行った。調査場所は、母親の思いが自由に語れるよう
プライバシーが保障され、音響、照明、室温など環境が
整っている対象者の自宅周辺の公民館や図書館の個室を
使用した。また、対象者の希望によっては対象者の家に
て実施した。調査内容は、在日中国人母親の家族構成、
家族関係、家庭生活、夫婦の育児分担状況、家族からの
支援状況である。面接者は日本語と中国語が両方出来る
者であり、日本語が困難な対象者には、中国語で行った。
インタビューは1名につき1～2時間のインタビューを1～
2回行い、承諾を得てICレコーダーに録音し、逐語録を
作成した。録音の承諾が得られなかった場合は、面接者
がインタビュー内容をその場で記録した。
4．調査期間
　調査期間は2014年11月12日から2015年2月16日である。
5．分析方法
　インタビュー内容を逐語録に起こし、逐語録データを
繰り返し読み込み、在日中国人母親の子育てとその家族
からの支援の視点から内容分析し、質的帰納的に分析を
行い、類似する内容を集めカテゴリー化した。分析に偏
りが生じないよう、質的研究の経験が豊富な共同研究者
とディスカションを繰り返し、真実性の確保に留意した。
なお、対象の年齢や在日年数、結婚年数の比較には統計
ソフトSPSS Ver.19.0を用い、Mann-WhitneyのU検定を
行った。
6．倫理的配慮
　研究参加者に対し、研究への参加は任意であり、回答
の有無により不利益を被ることはないこと、途中の中断
も可能であることを説明した。また、知りえた情報は調
査以外の目的には使用しないこと、結果は研究の目的に
のみ使用し、特定されることはなく、プライバシーに関
わる情報は決して公開されないことを文書または口頭で
説明した。なお、説明書と同意書は日本語版を準備して、
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研究参加者に提供した。
　個別データは、連結不可能匿名化し、施錠可能な錠棚
に保管し、漏洩・盗難・紛失等が起こらないよう厳重に
管理した。データは研究終了時に速やかに廃棄する。な
お、本研究は金沢大学医学倫理委員会で承認を得て行っ
た（承認番号557）。

　結果
1．対象者の背景・属性
　対象者の属性は、表1に示した。母親全体の平均年齢
は32.0± 4.5歳で、中国人の夫を持つ母親の平均年齢は
31.2±5.1歳、日本人の夫を持つ母親は32.8±4.4歳であり、
夫の国籍による年齢の差はみられなかった。夫全体の平
均年齢は37.4±7.7歳で、中国人の夫の平均年齢は32.8±
4.4歳、日本人の夫の平均年齢は40.9±8.3歳であり、日
本人の夫は中国人の夫より平均年齢が有意に高かった

（ｐ‹.05）。
　中国人の夫を持つ母親の平均在日年数は5.8±3.2年、
日本人の夫を持つ母親の在日年数は7.2±4.5年であった。
中国人の夫を持つ母親の平均結婚年数は6.5±4.5年であ
るが、日本人の夫を持つ母親の平均結婚年数は4.7±2.3
年であった。
　中国人の夫を持つ母親の背景は表2に示した。6割の母
親は職業が専業主婦であり、夫婦とも最終学歴が大学卒
業以上の者は9割であった。日本人の夫を持つ母親の背
景は表3に示す。約6割の母親は職業が専業主婦である。
大学卒業以上の最終学歴を持つものは、夫が7割、母親
は4割弱であった。
2．カテゴリーの説明
　在日中国人母親の家庭生活、夫婦の育児分担状況、家
族からの支援状況を分析した結果、14のサブカテゴリー、
6つのカテゴリーが抽出された（表4、５）。中国人の夫を
持つ母親と日本人の夫を持つ母親では子育て支援の内容
に大きな相違が見られたため、以下結果をそれぞれに分
けて説明する。なお、カテゴリーを≪≫、サブカテゴリー
を＜＞で表す。

　1）　中国人の夫を持つ母親の子育てと支援の特徴
　カテゴリー１：≪家事育児は夫婦で分担≫
　≪家事育児は夫婦で分担≫は3つのサブカテゴリーで
構成されていた。＜家事育児はやれる人がするのが当然
＞では、夫が中国人の家庭では、日頃の家事育児は夫婦
で分担し、例え平日夫が仕事や学業で忙しくても、休み
の日にやれることをするのは当然と述べていた。＜中国
では両親の支援が得られる＞では、中国では若者は日頃
より両親からの支援を利用し、家事育児や仕事以外に自
由な時間を確保することができる。しかし、日本に在住
することにより、距離的、ビザや経済的などの関係のた
め、支援を得られない。または中国の両親が日本に来る
ことより支援を得ることができても、滞在が短期間であ
り、生活も不慣れため、中国と比較すると、同程度とは
いえない。また、中国では家政婦の利用が安くて便利で
あるが、日本では高いのでそれもできない。＜子育てを
夫婦でするのは当然＞では、中国では父親も母親も共に
家族の家長であり、また2人とも子どもの保護者である
ため、家事以外の子育ても2人で共同して担当すべきこ
とだと述べていた。
　カテゴリー2：≪夫からの心理的支援≫ 
　≪夫からの心理的支援≫は、＜夫が常に優しい言葉を
かけてくれる＞で構成されていた。中国人の夫を持つ母
親の中では、夫の仕事や研究などの関係で、母親が家事
育児を多く担当しており、家族のために苦労をしている
姿を夫が認め、夫からは常に優しい言葉をかけ、母親は
心が安定し、協力的な夫婦関係が伺えた。
　カテゴリー3：≪産後の‘座月子’（特別な時期の確保）≫
　≪産後の‘座月子’（特別な時期の確保）≫は３つのサブ
カテゴリーで構成されていた。＜1か月間の休息時間が
ある＞と＜積極的な両親の支援がある＞では、中国の伝
統風習により、中国人の夫を持つ母親は、日本で出産し
ても、中国の両親から積極的な支援をえることができる。
それにより、母親は産後1か月間しっかり休養を取るこ
とができる。＜夫が積極的に育児休暇をとる＞では、母
親が産後‘座月子’という特別な期間に、両親の支援が得

表 1　夫の国籍（中国・日本）による対象者の属性
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表 2　中国人の夫を持つ母親の背景　

られない場合でも、夫が積極的に育児休暇をとり、母子
の世話を行うということであった。
　2）　日本人の夫を持つ母親の子育てと支援の特徴
　カテゴリー1：≪家事育児は全て母親が中心≫
　≪家事育児は全て母親が中心≫は、４つのサブカテゴ
リーから構成されていた。＜夫の支援が得られない＞で
は、日本人の夫を持つ母親は、産後1か月間の特別な時
期であっても家事育児のほぼ全てを担当している。その
ため、母親は自分の自由時間がなく、常に疲れていると
述べていた。＜日本人の夫が家事育児をしないのは日本
の風習＞では、母親が日本人男性は家事育児をせず、母
親が家事育児を中心に行うことを日本の風習と認識して
いるので、自分もそれに従っていると述べっていた。＜
言わないとやってくれない＞では、日本人の夫は自ら家
事育児を行う意識はほとんどなく、妻である母親から言
わないとしてくれないと述べていた。＜家族の支援が得
られない＞では、母親が中国の両親と遠く離れており、‘座
月子’の特別な時期でも、自分の両親と夫の間の言葉の壁
や飲食習慣などの相違により、母親は家事の事や自分の
事を自らしなければならないため、家事が増え、家族全
体からの支援がほとんど得られないと述べていた。
　カテゴリー2：≪義理の両親の支援を得るのは難しい≫
　≪義理の両親の支援を得るのは難しい≫は、2つのサ

ブカテゴリーから構成されていた。＜義理の両親の習慣
の違い＞では、中国では家事育児は必ずしも母親が行う
わけではない。一方、日本では‘育児は母親の手’で行う
ものであると考えられており、こういった習慣上の違い
をほとんどの中国人母親は理解しており、義理の両親の
支援を期待していない。また、産後の‘座月子’の期間の
過ごし方を義理の両親は理解していないため、支援を得
るのは難しい。＜義理の両親に頼みづらい＞では、母親
のそれまでの経験から、義理の両親に子どもを預けるこ
とは、気を遣うため、頼みづらいと述べていた。
　カテゴリー3：≪夫からの心理的支援がない≫
　≪夫からの心理的支援がない≫は、２つのサブカテゴ
リーから構成されていた。＜夫から心理的な支援が得ら
れない＞では、家事育児で疲れている母親は、夫からの
理解や優しい言葉かけを望んでいるが、夫の性格や文化
的な違いなどにより得ることができず、仕方がないと述
べていた。＜夫は家事の経験がない＞では、夫は家事育
児をしない環境下で育てられているため、妻が家事育児
の協力することを望んでも、義理の両親と暮らしている
ため、今も夫には伝わらず、支援がほとんど得られない
と述べていた。
　考察
　本研究は在日中国人母親の子育てとその家族から支援
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表 3　日本人の夫を持つ母親の背景　

の実態を明らかにすることを目的に、在日中国人母親の
家庭生活、夫婦の育児分担状況、家族からの支援状況に
ついてインタビュー調査を行った。
　対象者の属性からみると、対象者の配偶者である中国
人の夫の方が大学院卒の者が複数がいるが、それは日本
にいる中国人の長期滞在者は、留学、仕事、研究（実修）
など、ビザを持つ者に限られた高学歴者が多いためであ
る。したがって、本研究の対象者の夫は大学院を修了し
た者が多く、平均的な中国人家庭の状況とは多少異なる
ものと考える。しかし、中国では夫の学歴の有無により
夫婦の立場に相違はなく、家事育児は同等に行っている。
したがって、本研究の結果に夫の学歴によるバイアスは
大きな影響を及ぼしているとは考えにくい。
　日本における日常的な家事や育児の分担では、中国人
の夫を持つ母親の場合は、夫婦とも同じ文化背景をもっ
ているため、家事や育児に対して一つのチームのように、
夫婦共同で担当することへの意識が高い。夫の多くは正
規勤務として働いているため、職場では日本人のように
振り舞わなければならないが、妻の職業の有無にかかわ
らず、積極的に家事や育児に参加している姿が伺える。
また、先行研究より在日中国人家庭においても、中国本

土と同様に、家族や親族のネットワークは主要な育児サ
ポートとして行われており8）、特に母親の産後の援助と
子育て支援は、本研究においても同様な結果が示された。
しかし、家族からの援助が地理的に恵まれないため、中
国で暮らすのと同程度の便宜な支援は得られていない。
　一方、日本人の夫を持つ母親の場合は、夫及び家族か
らの家事や子育てへの支援が少ない。多くの母親が夫か
らの家事や子育てへの支援を望んでいるが、「夫の仕事
が忙しい」や「家事や育児への支援をしてくれない、ま
たは積極的ではない」、「夫が家事や子育てをしないのは
日本の風習」という理由を多く挙げているが、妻はそれ
に対して「仕方がない」「日本の子育ては‘母親の仕事だ
から’」という考え方に迎合して生活している。
　また、対象者の背景をみると、日本人の夫の平均年齢
は40歳であり、中国人夫よりも高い年齢である。日本人
の夫が育った時代は、日本の経済が高度成長期であり、
当時の父親達は常に高度経済成長の担い手として、仕事
に没頭し、私的生活を忘れる程働いている。また、彼ら
が育ってきた環境は家事や育児が男性の役割ではないこ
とを刷り込まれており、中学校の教育においても、女子
が家庭科を学習している間に男子は技術を学ぶという男
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女で異なるカリキュラムを受けて育っている9）。したがっ
て、現在40代の日本人男性は「父親は外で働き、母親は
家で家事育児をする」といった風習の中で育ったため、
夫は一家の大黒柱として外で働き、妻は家庭を守るとい
う性別役割分業の考えが強いことが考えられる。それに
対し、中国人母親の背景は、夫の学歴より低い者がほと
んどであり、結婚のために日本に来た者も半数以上を占
めている。つまり、外国人妻の多くは発展途上国の出身
で、経済的に自立しておらず、家庭内の地位が低いとい
う現象は普遍的に存在する10）。このような背景の相違が、
妻を夫に合わせて生活することを受け入れさせている様
子が伺え、そのような中国人母親はすでに日本の習慣・
文化に馴染んでいる様子がみられる。また、現在も日本
人の夫は黙して語らず、妻と回避的なコミュニケーショ

ンスタイルをとる男性が少数ではない11）。このような夫
に対して日本語能力が低く、十分な言語的疎通が図れな
い中国人母親は、一人で家事や子育てを担い、心身的に
大きなストレスを抱いている。その上、中国の家族とも
離れて生活しており、夫や夫の両親からも支援や理解を
得られず、問題があっても一人で抱え込み、孤立無援の
立場に置かれている可能性も考えられる。
　国際結婚だけではなく、一般の婚姻関係の中でも良い
コミュニケーションが取れないと結婚生活はうまく維持
できないが、異文化のなかで、育ってきた夫婦はより一
層の文化、言葉、習慣、風習の壁があると考えられる。
また、今後も国際結婚はより増えていくことが予想され
るが、国際的異文化のなかでも安心して育児環境を整え
ていくのか、今後の課題として考えていきたい。

表 4　中国人の夫を持つ母親の子育てと支援の特徴
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表 5　日本人の夫を持つ母親の子育てと支援の特徴
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　本研究は乳幼児を持つ母親に焦点を当てた研究であ
る。そのため、対象者が少なく、結果を一般化するには
限界がある。今後対象者を拡大し、研究を深める必要が
あると考える。

　結論
　本研究は在日中国人母親の子育てとその家族から支援
の実態を明らかにすることを目的に、在日中国人母親の
家庭生活、夫婦の育児分担状況、家族からの支援状況に
ついて調査を行い、以下のことが明らかとなった。
　中国人の夫を持つ母親では、≪家事育児は夫婦で分
担≫、≪夫からの心理的支援≫、≪産後の‘座月子’（特
別な時期の確保）≫3つのカテゴリーが抽出された。一方、
日本人の夫を持つ母親の方からは、≪家事育児は全て母
親が中心≫、≪義理の両親の支援を得るのは難しい≫、
≪夫からの心理的支援がない≫3つのカテゴリーが抽出
された。中国人の夫を持つ母親は、育児の方法、家庭内

の生活スタイルが中国と同じで、夫からの支援を多く得
ていたが、中国にいる両親からの支援は十分得られてい
なかった。日本人の夫を持つ母親は、夫に対しての積極
的な家事や育児の支援を望んでいるが、文化的背景の相
違により得られにくい状態であった。また、日本での生
活全般が日本人の生活と同様のスタイルになる傾向にあ
り、多忙な生活の中で、より日本文化に染められながら
子育てや生活を送っていた。
　本研究は、同じ中国人の母親であっても、配偶者の国
籍や文化的な背景の違いより、子育てに対する家族から
の支援も大きく異なっていることが明らかになった。
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A study on parenting and childcare family support of 
Chinese mothers in Japan

Jian Li, Rumiko Kimura*, Akiko Tsuda*

　This study was performed to analyze the actual situation and characteristics of parenting 
and childcare family support of Chinese mothers in Japan. Respondent are 21 mothers with 
children under 6 years old. Ten of the mothers had a Chinese husband and the remaining 
11 had a Japanese husband. We investigated the family life, childcare sharing of couples, and 
their family support situation. The results indicated that the lifestyles and childcare methods 
of mothers with Chinese husbands were the same as those in China. They obtain a great 
deal of help from their husband. However, many mothers reported feeling that it is difficult to 
obtain support from their parents in China, which they desired. On the other hand, mothers 
with a Japanese husband also felt that it is difficult to obtain active help with housework 
and childcare from their husband. In addition, the Chinese mothers living in Japan tend to 
accept and actively adapt to Japanese culture and lifestyle, such as eating, drinking, and way 
of childcare. Due to the differences in spouse’s nationality and cultural background, Chinese 
mothers in Japan have different family support with childcare.

Abstract


